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科
学
研
究
費
補
助
金
：
基
盤
研
究
（
Ｓ
）「
大
規
模

自
然
災
害
時
の
史
料
保
全
論
を
基
礎
と
し
た
地
域
歴

史
資
料
学
の
構
築
」（
研
究
課
題
番
号
：21222002

、

研
究
代
表
者
：
奥
村
弘
）
グ
ル
ー
プ
で
は
、
二
〇
〇
九

年
度
～
二
〇
一
三
年
度
の
五
年
間
に
わ
た
り
、
神
戸
大

学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
し
て
、
地
域
歴
史
資
料
学
の
構
築
に
向
け
た
研
究
を

進
め
て
き
た
。
最
終
年
度
に
は
、
東
京
大
学
出
版
会
よ

り
論
集
（
奥
村
弘
編
『
歴
史
文
化
を
大
災
害
か
ら
守
る

―
地
域
歴
史
資
料
学
の
構
築

―
』
二
〇
一
四
年
）

を
発
刊
し
、研
究
成
果
を
社
会
に
向
け
発
表
し
て
い
る
。

研
究
開
始
当
初
の
背
景
お
よ
び
目
的
と
方
法
、
そ
し
て

研
究
成
果
に
つ
き
報
告
し
た
い
。

一
　
研
究
開
始
当
初
の
背
景

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
歴
史
研
究
者
を
中

心
に
初
め
て
の
組
織
的
な
歴
史
資
料
保
全
活
動
が
行
わ

れ
、
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
れ

以
降
、
隔
年
規
模
で
起
こ
る
大
規
模
な
地
震
や
風
水
害

の
被
災
地
域
で
同
様
な
団
体
が
生
ま
れ
た
。
以
上
の
よ

う
な
各
地
の
保
全
活
動
で
は
、
被
災
状
況
、
地
域
社
会

の
特
質
、
保
全
活
動
の
積
み
重
ね
な
ど
に
即
し
た
歴
史

資
料
保
全
論
や
萌
芽
的
な
地
域
歴
史
資
料
学
が
生
み
出

さ
れ
た
。

　

本
研
究
の
開
始
当
初
に
お
い
て
、
地
域
に
い
か
な
る

歴
史
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
を
い
か
に
保
全
し
、

学
術
的
社
会
的
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
地
域
歴
史
資
料
学
の
構
築
は
、
緊
急
の
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

二
　
研
究
の
目
的

　

本
研
究
は
、
地
震
・
大
規
模
風
水
害
の
続
発
に
よ
っ

て
地
域
歴
史
資
料
の
保
全
を
め
ぐ
る
問
題
が
集
約
的
に

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
被
災
各
地
を
中
心
と
し
て
、

歴
史
資
料
の
現
状
把
握
お
よ
び
各
地
で
生
ま
れ
た
歴
史

資
料
保
全
論
の
比
較
検
討
を
基
盤
と
し
、
地
域
歴
史
を

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
地
域
住
民
の
歴
史
認
識
を
豊
か

に
し
う
る
地
域
歴
史
資
料
学
の
構
築
を
め
ざ
す
も
の
で

あ
る
。

三
　
研
究
の
方
法

　

本
研
究
で
は
、
新
た
な
地
域
歴
史
資
料
学
を
構
築
す

る
た
め
に
、
各
地
の
大
規
模
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
地

の
歴
史
資
料
保
全
論
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
こ
で
、
被

災
地
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
た
個
別
の
歴
史
資
料
保

全
論
を
総
括
し
、
現
地
で
の
調
査
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
含
め
て
集
中
的
に
検
証
す
る
と
い
う
手
法
を
第
一
に

と
っ
た
。
具
体
的
に
は
、神
戸
、新
潟
、宮
城
な
ど
で「
被

災
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

含
む
被
災
地
調
査
や
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
こ
の
歴
史
資
料
保
全
論
が
歴
史
資
料
学

の
展
開
の
中
で
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
の
か
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
文
化
財
保
存
科
学
に
よ
る
被
災
資
料
の

修
復
等
に
関
し
て
、
特
に
水
損
し
た
紙
資
料
に
対
す
る

新
た
な
技
術
を
基
礎
と
し
た
緊
急
事
態
に
お
け
る
科
学

的
な
歴
史
資
料
の
保
全
論
に
具
体
的
に
対
応
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
次
世
代
の
歴
史
研
究
を
支
え
る
新
た
な
地

域
歴
史
資
料
学
の
構
築
を
目
指
し
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
文
書
館
評
議
会
）
や
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
積
極
的
な
研
究
成
果
の
海

科
研
費	

基
盤
研
究
（
Ｓ
）
の
成
果
報
告

奥
村
　
弘
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外
発
信
に
努
め
た
。

四
　
研
究
成
果

　

大
規
模
自
然
災
害
と
地
域
社
会
の
急
激
な
構
造
転
換

の
中
で
、
日
本
の
地
域
社
会
に
あ
る
膨
大
な
地
域
歴
史

資
料
は
滅
失
の
危
機
に
あ
る
。
こ
れ
は
人
文
社
会
科
学

の
研
究
を
困
難
と
し
、
我
が
国
の
人
文
社
会
科
学
の
発

展
と
、
そ
の
成
果
の
社
会
的
な
還
元
に
と
っ
て
致
命
的

な
損
失
を
も
た
ら
す
と
考
え
、
地
域
歴
史
資
料
の
保
存

活
用
を
研
究
す
る
新
た
な
学
と
し
て
地
域
歴
史
資
料
学

を
構
築
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。　

　

そ
の
成
果
は
、
第
一
に
、
地
域
歴
史
資
料
を
過
去
か

ら
未
来
へ
と
地
域
社
会
で
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の
と

し
て
捉
え
、
研
究
者
の
み
で
な
く
地
域
住
民
も
ま
た

地
域
歴
史
資
料
の
保
存
活
用
の
主
体
と
考
え
、
そ
の
支

援
の
た
め
の
研
究
を
含
め
、
地
域
歴
史
資
料
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
体
系
的
な
研
究
手
法
を
構
築
し
え
た
こ
と

に
あ
る
。
第
二
は
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
具
体
的
な
地

域
歴
史
資
料
の
保
存
と
修
復
の
新
た
な
方
法
を
地
域
歴

史
資
料
学
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
科

研
の
中
間
で
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
で
の
地
域
歴
史

資
料
保
存
に
つ
い
て
、
理
念
と
具
体
的
な
方
法
を
提
示

す
る
と
と
も
に
、
全
国
的
な
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
支
援
体
制
を
端
緒
的
に
構
築
し
、
さ
ら
に
そ
の
現

場
か
ら
新
た
な
課
題
を
整
序
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四

は
、
世
界
的
に
災
害
と
社
会
変
動
が
拡
大
す
る
中
で
、

構築された地域歴史資料学のあり方

地
域
歴
史
資
料
学
構

築
を
グ
ロ
ー
バ
ル
イ

シ
ュ
ー
と
し
て
国
際

的
に
発
信
し
た
こ
と

で
あ
る
。

地域歴史資料学による手法

地域歴史資料 地域の歴史遺産
として未来に継承




